
 

 

 

 

国際ロータリー 
第2570地区 

川越ロータリークラブ 

2024年 4月 9日 第 3473回例会 会場：川越プリンスホテル 5階 
会員数：97名 免除出席者：3名 正会員出席者：55名 出席者：58名 早退：0名 出席率：59.7％ 

会 報 №38 

2023-24 

《ビジター・お客様紹介》 なし 

《卓話講師紹介》 

 上原 孝之（うえはら たかゆき）会員 

会長の時間             

2023-24年度 会長エレクト 

西川 孝博 

本日坂口会長は入間南ロータリ

ークラブで次年度の地区協議会打

合せ参加のため欠席。 

自己紹介。幸町（ハッピータウン）出身。3つの町が

合併して幸町となった。幸町は山車が 2台ある。自

宅はもともと蔵造の家であった。お稲荷さんが裏の

自宅にあり。本来お稲荷さんは商売の神様だが、

受験勉強や結婚式の前には良い日が過ごせるよう

にと毎日拝んでいる。本日も初めての会長職の前

に拝ませてもらったので、神がかった形で皆様に前

に立たせていただいている。もともとは商家で西川

洋品店だった。お父様は海軍で横須賀へ、その後

会計事務所を開設。お父様の仕事を見て、現在の

仕事に就いた。最初のロータリークラブの関りは、

大学時代交換留学生の受け入れ。2回目は大学 3

年生くらいに沖縄に高校生を派遣する事業があり

引率した。当時インターアクトはボーイスカウトやガ

ールスカートが活動していた。一番の思い出は、沖

縄への引率前に亀屋さんの山崎さんご挨拶させて

いただいたところ、山崎さんが当日晴美埠頭まで

見送りにきてくれた。とても感激した。川越とは不思

議な縁がある。来年度一年間どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

次週卓話は新会員スピーチ 

関谷昌幸会員・和田喜勝会員です。よろしくお願い

します。 

 

幹事報告              

2023-24 年度 幹事 栗原 雄一 

【新会員について】 

異議なしのため入会手続きを進めさ

せたいただく。 

【配布物】会報、ロータリーの友 4月

号、要約版 

【ご案内】 

5/19ロータリー希望の風ノスタルジックカーフェス

タ開催 5月 19日 10時から 15時 本庄の総合公

園で実施。合わせて希望の風の募金活動もある予

定。事務局に詳細有。 

 

委員長報告             

広報委員会 津田委員長 

4月は環境月間。 

・RI会長メッセージ ロータリーは平

和を推し進める上で重要な役割を担

っている。世界に変化をもたらすため

には内なる変化が必要。 

・特集環境月間 半世紀前は昆虫動物の絶滅は年

に 1種類だったが、現在は 4万種。動植物を守る

ことは、環境を守り、人を守る。 

・この人を訪ねてでは桂文珍師匠が大阪天満橋 R

Ｃに入会。 

ニコニコボックス         

 

 

プログラム 

点鐘（12：30）／ロータリーソング（第 2 例

会：我らの生業・R-O-T-A-R-Y）／ビジター・

お客様紹介／卓話講師紹介／会長の時間／

幹事報告／委員長報告／ニコニコボックス

／出席報告／卓話／点鐘（13：30）〈司会：

小林ＳＡＡ〉 



 

●本日の卓話、上原会員です。宜しくお願いします。

＜会長、幹事＞ 

●本日は、坂口会長のピンチヒッターで議長につ

かせていただきます。初心者マークはまだとれない

新米議長ですが、宜しくお願い致します。＜西川＞ 

●西川エレクト、会長のリハーサルですね。頑張っ

て下さい。＜野溝、齊藤（智）、住谷、西澤＞ 

●本日卓話を担当させていただきます。宜しくお願

い致します。＜上原＞ 

●上原会員、本日の卓話よろしくお願いします。「ロ

ータリークラブと第一生命のつながりについて」楽

しく聞かせて頂きます。＜小橋、鈴木（壮）、住谷、

近藤、野溝、山田（哲）、小杉、和田（喜）、中野（文

西川、真鍋、蓼沼、山口（裕）、小髙、相原、小林、

神谷、石井、荻原、戸口、久保田、小川、齊藤（智）、

西澤、山﨑、京野、水村、金剛、五十嵐、津田＞ 

●欠席が続き申し訳ございません。＜菊池＞ 

●早退１名（敬称略）合計４４，０００円 

 発表者：真鍋委員 

卓話               

担当・講師：上原 孝之会員 

【テーマ】 

 ロータリークラブと第一生命のつながりについて 

 

【自己紹介】 

大阪万博のあった 1970

年 6月生まれ 

単身赴任 8年目 

出身地 千葉県浦安市 

趣味  ゴルフ マラソン フルマラソン７回完走 

 

【川越支社について】 

創立４１年（昭和５７年） 

お客様数 ７万５千名  

取引企業数 １２００社 

担当地区 川越市、ふじみ野市、富士見市、東松

山市、坂戸市、日高市、鶴ヶ島市、毛呂山町、越生

町 

拠点数 ９ 職員 370名 

 

【ロータリークラブと第一生命のつながり】 

 

・手に手繋いで、それでこそロータリーの作詞作曲

は第一生命 4代目矢野一郎社長。 

・東京ロータリークラブの４１代会長となっている。 

RＩの年次大会を東京大会に招致し２万４千人記録

的な参加者となった。この大会は３年後東京オリン

ピックの予備実験になった。この大会でも手に手つ

ないで大合唱した。 

・現在第一生命は東京南ロータリークラブに所属。 

・第一生命館から GHQより 1週間で撤退せよと指

示かあったが、移動先の無い中、アサヒビールから

声がかかった。大切なお客様の情報とともにアサヒ

ビールビルに移動した。その後はアサヒビールとの

深い縁がある。 

・玉音放送について、録画物は NHKの地下の放

送室、副を第一生命ビル地下放送室に保管されて

いた。 

 

【地域貢献活動】 

・60 年近く全国小学生テニス選手権大会を実施。

決勝トーナメントは世田谷区にある全仏と同様のコ

ートで大会を実施。テニス界の登竜門となっており

錦織選手や杉山選手といった日本のトッププレー

ヤーがこの大会で優勝している。 

 

【社会貢献活動】 

・当時死因トップであった結核を撲滅させるため、

北里柴三郎とともに保生館を建てる。（となりのトト

ロの舞台） 

 

・100歳になっても脳を元気にするために 

キュウヨウ・キヨウイク 

今日用がある・今日行くところがあるが大事。 

 

 

【編集後記】 

西川会長エレクトの川越歴史とても勉強になりまし

た。キョウヨウ・キョウイクも大切にします。（柏倉） 

 


